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2015 年までの EFA 目標達成に向けて：フィリピンのシナリオ

キャロライン・ロドリゲス

東南アジア教育大臣機構

教育革新技術センター知識管理部部長

　フィリピンにおける教育制度は初等教育、中等教育、高等教育もしくはそれ以上の

3 段階の連続した学校教育からなる。基礎教育（初等および中等）は教育省 (Department 
of Education: DepED) が中心となって管理している。公立、私立両方の初等および中等学校は教育省が運営、

指導、管理を行っている。

　第一段階である初等教育は公立では 6 年制（1 年～ 6 年）、一部の私立では 7 年制の義務教育である。こ

の段階は幼稚園等の就学前教育も含む。児童は 6 歳で 1 年生にならなければいけない。第二段階である中等

教育（12 歳から 15 歳の児童）は 4 年制であり、初等教育を無事に修了した児童が進学する。

フィリピン EFA 2015 計画

　フィリピン EFA 2015 計画とは、フィリピン国民すべてに対して基礎教育の質の向上を、2015 年までに

達成するという展望であり総体的な改善プログラムである。フィリピン EFA 2015 計画の中核となる目標は

全ての国民が基礎的能力を得るということであり、これにより機能的識字力が全員にもたらされることにな

る。全てのフィリピン人に基礎的能力を確実に持たせるということは、全フィリピン人に基礎学習のニーズ

を提供し、全フィリピン人が機能的識字者になれるようにするということである。これは個々人が人間らし

く生活して働き、能力を生かし、重要な情報に基づいた決断を下し、かれらの環境やそれ以上の規模のコミュ

ニティー（地域規模、地方規模、国家規模、地球規模）といった社会において、個人や社会の生活の質を高

めるために効果的に機能するための認知的、感情的、行動的の全ての技能と能力を持つということである。

EFA の目標からどの程度の位置にいるか

　2008 － 2009 年度の最新の教育データによると、就学するフィリピン人学齢児童（6-11 歳、約 1300 万

人と推定）の約 85.1% の状態は以下の通りである。

● 1 年生として入学する標準的な 100 人（2008 － 2009 年度は 2,677,529 人）の中、60 人のみが体系的

な幼児教育を受けている。約 40 人のみが入学すべき年齢である 6 歳である。他の約 60 人は 7 歳以上で

ある。2008 － 2009 年度の真の入学率は 48.41% であり、我が国の 6 歳児の過半数（52%）は 1 年生と

して学校に在籍していないことがうかがえる。

● この 100 人の入学者のうち、13 人が 1 年次を修了しない。合計で 24 人が 4 年次までに学校を退学して

いる。75 人が 6 年次まで進むが、73 人のみが 6 年次を修了できており、修了するまで平均で 7.3 年かかっ

ている。

● 初等教育の平均パーセントスコアはたったの 65% である。英語は 61.5%、算数は 63.9%、理科は 57.9%

1　教育の質は全国学習到達度テスト (National Achievement Test:  NAT) の結果を反映している。達成水準は平均パーセントスコアで

75% となる。

● 標準的な中等部への入学生 100 人（1,979,337 人）中、80 人は 4 年次まで進学するが、中等部を卒業するのは 75 人であり、修了

するまで平均で 5.6 年かかっている。

● 中等教育修了者の平均パーセントスコアは合格点である 75% の半分にしか達していない。英語は 53.5%、数学は 42.9%、理科は

46.7% である。
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である。

現状の重要課題

　フィリピン EFA 委員会 (National EFA Committee: NEC) は EFA の 2015 年達成に少しでも近づくため、

多くの可能性の中から最も戦略的と思われる 9 つの課題を提案した。これらの 9 つの課題は大まかに 2 つ

のクラスに分類できる。6 つの「生産課題」が成功すれば、目標とされる教育成果を生み、また 3 つの「可

能化課題」によって作り出された適切な基盤と支援環境は生産課題の効果的な実施を保つため必要となる。

6 つの生産課題とは

1. よりよい学校：持続的に成績の向上を全ての学校に続けさせる。それぞれの学校での成績を向上させる

ことは、学校システムを総合した成績を向上させるであろうという合理的な予想の基、全国的な学校に

おける成績を向上させることに焦点を合わせている。EFA の目標を達成し費用対効果の高い品質保証基

準を作るため、各校がそれぞれの能力と成績を評価するための道具の開発、導入、伝播、採用が必要と

されている。

2. ECCD：ECCD の拡張は EFA にとってさらにプラスとなる。フィリピンでは第 1 学年に入学する前に、

何らかの形で幼児教育プログラムに参加していた児童の数は 2002 (54%) から 2007 (65%) と徐々に増え

ている。しかし、それでも 2005 年度は 65% と目標 (67%) のは達成できず、2010 度目標の 100% から

は程遠い。下院によって可決された第 5387 号法案と、上院によって可決された第 2542 号法案（基礎

教育制度への幼児教育の組み込みおよびそれに関する予予算の配当に関する法案）は幼稚園を制度化し、

すべての人に無料で提供することにより、5 歳すべてが幼児教育を受けることができるようにするのが

目的である。

3. 教員：全ての教員に常に指導方法を改善するようにさせる。これは基礎教育の結果を改善するための重

要な因子は、指導方法を改善することであるという前提をサポートするものである。教師の習熟度と能

力は、他の学習環境同様に学校においても生徒の成績を左右する大きな要因である。必要とされる対策は、

教職につくことができる人々の質の高い指導を行う能力を高めることおよびより良い政策の作成、常に

自分の指導方法を向上させられる教員を選択、雇用、配置するための基準と手順の作成である。

4. サイクルの長期化：基礎教育の 12 年化。他のアジア諸国の 12 年間に対して、フィリピンの基礎教育期

間はたったの 10 年間である。現在フィリピンのすべての子供達が受けるべきとされる 10 年間の基礎教

育期間に、2 年を追加するための対策がとられるべきである。現在、初等教育を修了するのに平均 7.3 年、

中等教育を修了するのに 5.6 年、合計で 12.9 年間かかることを考えれば、期間の長期化はフィリピンで

は現実的だと考えられる。

5. カリキュラムの開発：新しい機能的識字能力に関するカリキュラム開発強化を継続する。知識が広がり、

社会による要求が変化し、実践される教育が進化し、人々の目標や希望がより高くなるにつれて、カリキュ

ラムと指導は研究と開発を必要とし続ける。私学、非政府組織、教員訓練期間、プロの教育者達個人個人、

教育学者、そしてメディア・広告・文化等の組織を基本教育に含むカリキュラム開発を行うため、組織

的な参加の視野を広げる対策が必要である。

6. 代替学習システム：代替学習システムに対する非公式および非公認の介入は EFA にとって益になる。大

人に対する識字プログラム（例：さらに上の読み書き能力を最も必要とする層に手を差し伸べ、さらに

多くのこのような学習者を参加させる）は、もし現存する大人の問題に対応している社会経済プログラ

ムに統合されれば、もっと効果的に行える可能性がある。費用効率の高い地域言語、フィリピン語、英
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語における大人の機能的識字率を達成するための代替学習のオプションを定義し広め、また政府がこの

ような効率的な機能的識字能力を得るための代替学習オプションに資金を提供するための政策が必要で

ある。

3 つの可能化課題とは

7. 資金供給：国家規模での EFA 達成のための適正な公的資金の提供。全地方において質の高い基礎教育の

結果を得るため、最も費用効率の高い地方政策をサポートするために、基礎教育のための国と地方政府

の資金を統合した新しい公的資金フレームワークを国が採択することが必要である。

8. 管理：地方における EFA 目標達成するための地方を基盤とするグループのネットワークの構築。お互い

の地方における EFA 目標の達成を推進、サポート、モニターする多部門グループのネットワークを構築

することが必要である。組織されたコミュニティ基盤の EFA グループは、コミュニティにおける学校、

メディア、地方政府、地方企業、地方文化・スポーツ、そしてその他の質の高い教育のためのリソース

をサポートする強力な擁護者となりえる。

9. モニタリング：EFA 目標達成に向けた試みの進捗程度をモニターする。試みは結果として報告されなけ

ればいけない。教育結果および指導と学習における試みの、信頼性の高く、科学的、客観的な計測は関

係者すべてにとって重要である。国（およびコミュニティ）の注目を結果に集中させるため、行われた

試みのレベルと進捗状態の充分な量の客観的な情報を確保することが必要である。

万人のための教育を達成するための共同行動

　フィリピンにおいて、全世界的な基礎教育の達成への道は善意によってなりたっている。しかし、我々が

理解しているようにそれだけでは充分ではない。過去より向上しようする意思は、善意の人それぞれが背負

い、その人々は目標へと確実へ歩みを進めていかなければいけない。それには以下の様な行動が含まれるべ

きである。

● 司法、立法における国家レベルの政治リーダー。万人のための質の高い基礎教育の要求を適切に満たす

ため、効果的に利用できる限りある公共のリソースを効率的かつ公平に配分するため、国家財政におい

て重要な決断を下す彼らの集団としての能力をコントロールしなければいけない。

● 学校を運営・管理する専門の教育者達は、多くのフィリピンの学校が教育に失敗しその結果として生徒

達が学習に失敗しているという、厳しい現実に対峙しなければいけない。

● メディア、政府、ビジネス、学術研究、市民社会等で働く、最も高い教育を受けており、最も理論的な

社会のリーダー達。フィリピン社会に蔓延しつつある無能力を、万人のための基礎教育により止めるよ

うと社会全体が努力するように、共通しまとまった注目を得るため。

● コミュニティ・リーダー（政府の役人、ビジネス・リーダー、各分野におけるプロフェッショナル）。彼

らの子供だけではなく、コミュニティのすべての人が、質の高い基礎教育を受けられるようにサポート

やアクションを要求しなければいけない。

● 教育改革の推進者。目的の普遍性を保持し、明確な目標と戦略を持ち、万人のための基礎教育の質を高

める過程を指示し、突き進まなければならない。
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